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1.はじめに 

ボーリング情報（ボーリング柱状図およびボーリングデータ）には，ボーリ

ングによって得られた地層名とその境界深度，地層の観察記事，採取した土や

岩石の色調などに加え，標準貫入試験結果に代表される各種試験結果などが客

観的事実として記載されています。ボーリング情報が有効的に利用されるため

には，掘削位置情報は正確である，という前提が必要となります。なお，本文

では，掘削位置情報を位置情報と表現しますが，具体的には孔口の緯度・経度

並びに標高のことです。  

編者はかつて，全国のボーリング情報をデータベース化する業務に従事した

ことがあります。データベース化の対象としたボーリング情報は，（ 国 研 ）

土 木 研 究 所 が 管 理 運 営 す る 「 国 土 地 盤 情 報 検 索 サ イ ト ” K u n i J i b a n ” 

( 2 0 2 0 )」 の よ う に イ ン タ ー ネ ッ ト で 広 く 公 開 さ れ て い る 情 報 ， あ る

い は C D - R な ど に 記 録 さ れ て 販 売 さ れ て い る 情 報 で し た 。と こ ろ が ，

収 集 し た ボ ー リ ン グ 情 報 を 整理・検討する段階で，掘削位置情報が間違っ

ていると判断せざる得ないボーリング情報にしばしば遭遇しました。その当時，

公 開 ・ 発 行 さ れ て い る ボ ー リ ン グ 情 報 は ， 公 開 ・ 発 行 者 に お い て 位

置 情 報 の 正 確 性 を 担 保 し て い る と 思 っ て い た の で ， 意 外 な 感 じ が し

た も の で す 。 不正確と判断したボーリング情報は，必然的にデータベース化

の対象から外さざるを得ませんでした。結果的に，対象とした全てのボーリン

グ情報について，その孔口位置を電子地図上にプロットして目で位置を確認す

ることになり，本来必要無いはずの作業を強いられて多大な労力を払うことに

なりました。業務の遂行後，公開されているボーリングの掘削位置の正確性を

評価してくれる第三者機関の必要性を感じたものです。  

このような経緯から，公開されているボーリング情報の二次利用を計画して

いる研究者ないしは地質・地盤技術者に対し注意を喚起する目的で，孔口の位
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置情報が正確ではない可能性がある，という事例をインターネットのウェブサ

イトを開設することにしました。具体的には以下に示す情報を公開しています。 

・公開対象：  編者が位置情報に疑問を持っているボーリング情報。  

・公開内容：引用先，業務（工事）件名，想定される原因および利用上の留

意点など。  

・ウェブサイト名：地質情報ポータルサイト・位置情報に疑問のある「ボー

リング柱状図」の事例  

繰り返しになりますが，公開の目的は「利用するにあたって注意すべきボー

リング情報の周知」であって，公開者に対して恣意的に指摘しているわけでは

ありません。  

本文は，上記ウェブサイトを簡略に紹介する内容でまとめましたが，諸事情

を勘案して業務（工事）件名だけは省いています。なお，本文執筆時点で， 3

章に記述する各事例の位置情報を確認しましたが，いずれも修正されていませ

んでした。  
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公開対象の団体 数量(千本) 緯度・経度 住所 柱状図 記事

国土交通省 141.5 A・B ×
XML・PDF・

土性図
△

(国研)防災科学総合研究所 1.7

茨城県ボーリング柱状図 -Geo-Station- 茨城県 10.8

福井県ボーリング柱状図 -Geo-Station- 福井県 4.6

滋賀県ボーリング柱状図 -Geo-Station- 滋賀県 1.5

鳥取県ボーリング柱状図 -Geo-Station- 鳥取県 3.8

長崎県ボーリング柱状図 -Geo-Station- 長崎県 8.0

水戸市ボーリング柱状図 -Geo-Station- 水戸市 1.1

千葉市ボーリング柱状図 -Geo-Station- 千葉市 0.1

千曲市ボーリング柱状図 -Geo-Station- 長野県千曲市 0.3

東北6県 非公表 B △ PNG △

栃木県 非公表 B × PDF ○

栃木県 非公表 C ○ PDF 〇

群馬県 7.9 B ○ PDF ×

埼玉県 非公表 C × PDF ×

千葉県 非公表 A 概略 PDF ○

東京都 非公表 B × PDF ×

東京都新宿区 非公表 非公表 概略 PDF ×

神奈川県 非公表 C 概略 PDF ○

横浜市 非公表 C × PDF ○

川崎市 非公表 A・B × PDF ×

静岡県・静岡市など7市 非公表 B ○ XML・PDF ○

三重県鈴鹿市 非公表 B 概略 PDF △

岡山県 非公表 A・B ○ PDF ○

徳島県 非公表 A・B ○ PDF ○

高知県・高知市など7市 5.6 B ○ PDF ○

鹿児島県 4.8 B 概略 PDF ○

九州7県 (15.6) B △ XML △

九州7県 (29.3) B △ XML △

情報または公開サイトの名称

みちのくGIDAS

とちぎ地図情報公開システム

栃木地質調査資料(営繕報告書抜粋)

群馬県ボーリング Map

統合化地下構造データベース -Geo-Station-

国土地盤情報検索サイト　-KuniJiban-

B × XML・PDF △

☆数量(千本)：原則として公表値であるが，九州地盤情報共有データベース2005,同2012については筆者による調査値。
☆緯度・経度：A ；メタデータの中に緯度・経度値の記載があるもの。 B； 柱状図やデータの中に緯度・経度値の記載があるもの。
          　  C ；緯度・経度値そのものは非公開であるが，地図上のマーカーにより概略の位置が推定できるもの。
☆住所・記事：○；住所や記事の記載があるもの。 ×；住所や記事の記載が無いもの。
　　　　　 　 △；柱状図により記載が異なるもの。 概略：住所の表記が大字程度になっているもの。

Atlas Eco Saitama

千葉情報マップ

東京の地盤(GIS版)

東京都新宿区「地盤資料の閲覧」

かながわ地質情報MAP

横浜市行政地図情報提供システム

ガイドマップかわさき(集合図の場合あり)

静岡県統合基盤地理情報システム

鈴鹿市・地理情報サイト(土地情報)

おかやま全県統合型GIS［地盤情報］

徳島県地盤情報検索サイト -Awajiban-

こうち地盤情報公開サイト

かごしま地盤情報閲覧システム

九州地盤情報共有データベース2005（CD販売）

九州地盤情報共有データベース2012（CD販売）

2.一般に公開されているボーリング情報の現状  

第 3 章での事例報告の前に，現在公開されているボーリング情報のうち主な

ものを以下のように概観します。  

第 1 表は，本文作成時点で編者が調査したボーリング情報のリストです。説

明の都合上，インターネットで公開されている情報，および C D - R な ど の  

 

第 1 表  公開あるいは販売されているボーリング情報（編者調べ）  
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媒 体 で 販 売 さ れ て い る 情 報 に 限 定 し ま し た 。ま た ，K u n i J i b a n の ボ ー

リ ン グ 情 報 は ，G e o - S t a t i o n を 始 め と す る 複 数 の ウ ェ ブ サ イ ト か ら も

引 用 公 開 さ れ て い ま す が ， 混 乱 を 避 け る た め に K u n i J i b a n の 公 開 情

報 に 限 定 し て あ り ま す 。 以 下 は ， 第 1 表 に 対 す る 簡 単 な 説 明 で す 。  

①  ボ ー リ ン グ 数 量 を 公 開 し て い る 機 関 は ， K u n i J i b a n や

G e o - S t a t i o n な ど わ ず か 4 団 体 に す ぎ ま せ ん 。 大 半 の 団 体 は ，

非 公 開 か ， あ る い は 当 該 ペ ー ジ を 探 せ な か っ た か ， の い ず れ か

で す 。 な お ， 非 公 開 の 理 由 ま で は 把 握 し て い ま せ ん 。  

②  メ タ デ ー タ （ 検 索 用 イ ン デ ッ ク ス デ ー タ と 同 じ 意 味 で す ） に 掘

削 地 点 の 緯 度 ・ 経 度 値 を 記 載 し て 公 開 し て い る 団 体 は 5， ボ ー

リ ン グ デ ー タ な ど デ ー タ 本 体 に 記 載 し て 公 開 し て い る 団 体 は

1 5 と ，大 半 の ボ ー リ ン グ に つ い て は 掘 削 位 置 情 報 を 入 手 す る こ

と が で き ま す 。 し か し ， 埼 玉 県 な ど 4 団 体 で は 電 子 地 図 上 の マ

ー カ ー だ け が 位 置 情 報 の た め ， 位 置 情 報 が 必 要 な 場 合 に は 公 開

者 の 電 子 地 図 の 画 面 か ら マ ー カ ー の 座 標 を 読 み 取 っ て ， 緯 度 ・

経 度 値 に 換 算 す る ， な ど の 処 理 が 必 要 と な り ま す 。  

③  掘 削 地 点 の 詳 細 な 住 所 が 提 供 さ れ て い れ ば ， G o o g l e  M a p s  A P I  

V 3 .な ど に よ る ジ オ ・ コ ー ド 検 索 処 理 を 利 用 し て ，緯 度 ・ 経 度 値

が 正 し い か ど う か を あ る 程 度 評 価 す る こ と が で き ま す 。し か し ，

K u n i J i b a n を 始 め と す る 多 く の 団 体 で は 掘 削 地 点 の 住 所 が 非 公

開 な の で ， こ う し た 評 価 を 行 う こ と す ら で き ま せ ん 。  

④  イ ン タ ー ネ ッ ト で 公 開 さ れ て い る ボ ー リ ン グ 情 報 に 限 定 す る と ，

殆 ど の 団 体 は P D F な ど の「 画 像 情 報 」の み の 公 開 と な っ て い ま

す 。ま た ，紙 媒 体 の ボ ー リ ン グ 柱 状 図 を ス キ ャ ナ で P D F に 変 換

し て 公 開 し て い る 団 体 も 少 な か ら ず 存 在 し て い ま す 。  
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⑤  関 東 圏 の 一 部 の 自 治 体 で は ， 公 開 す る ボ ー リ ン グ 情 報 に 記 事 を

掲 載 し て い ま せ ん が ， そ の 理 由 を 明 ら か に な っ て い ま せ ん 。  

“ 地 質 情 報 ポ ー タ ル サ イ ト・ボ ー リ ン グ 情 報 の 公 開 サ イ ト ( 2 0 2 0 )”

で は ，第 1 表 の 詳 細 版 ，お よ び ボ ー リ ン グ 情 報 へ の ア ク セ ス 先（ U R L）

を 公 開 し て い ま す 。興 味 の あ る 方 は ご 参 照 く だ さ い （巻末に URL を掲

載しています。以下同様）。  
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グループ 出典 調査場所 疑　問　点 本数 推定原因等 本文

Gr-1 KuniJiban 広島県内 孔口位置が道路から南東方向に約430mずれている 34 測地系の取り違えか 3-1

KuniJiban 岐阜県内 孔口位置が道路から南東方向に約450mずれている 37 測地系の取り違えか

KuniJiban 岐阜県内 孔口位置が道路から北西方向に約450mずれている 36 測地系の取り違えか

Gr-1 KuniJiban 岡山県内
複数のボーリングが二重に登録され，
双方が南東(北西)方向に約440mずれている

14
測地系の取り違え＋
DB構築時の確認ミス

3-3

Gr-1 KuniJiban 鹿児島県内 孔口位置が道路から南東方向に約430mずれている 15 測地系の取り違えか

Gr-1 KGDB-2005 福岡県内 孔口位置が道路から南東方向に約415mずれている 21 測地系の取り違えか

Gr-1 KGDB-2012 福岡県内 孔口位置が道路から南東方向に約415mずれている 14 測地系の取り違えか

Gr-1 KuniJiban 大阪府内 孔口位置が道路から微妙にずれている 258 原因不明

Gr-1 KGDB-2005 鹿児島県内 孔口位置が港湾施設（岸壁）から微妙にずれている 76 原因不明

Gr-2 KuniJiban 和歌山県内 同一座標にほぼ同じ記載内容のボーリングが2本存在する 2 DB構築時の確認ミスか

Gr-2 KuniJiban 青森県内 同一座標に内容の異なる2種類の土性図が存在する 2 DB構築時の確認ミスか

Gr-3 KuniJiban 神奈川県内 位置が明らかに間違っている 2 座標値の読取りミスか 3-4

Gr-3 KuniJiban 熊本県内 位置が明らかに間違っている 1 座標値の読取りミスか 3-5

Gr-3 Geo-Station 長崎県内 位置が明らかに間違っている 1 座標値の読取りミスか 3-6

Gr-4 KuniJiban 愛知県内 標高の値が現況と合っていない 1 原因不明 3-7

Gr-4 Awajiban 徳島県内 T.P.ではない基準が使われている 1 独自仕様なら誤りではない

Gr-4 Kagoshima 鹿児島県内 標高の値が現況と合っていない 1 KBMが使われている

516合　　計

出典：KuniJiban；地盤情報検索サイト　Geo-Station：統合化地下構造データベース Awajiban：徳島県地盤情報検索サイト
　    KGDB-2005；九州地盤情報データベース2005　KGDB-2012：九州地盤情報データベース2012
　    Kagoshima；かごしま地盤情報閲覧システム
本文：本文における節の番号を示す。

3-2Gr-1

3.位置情報が疑わしい公開ボーリング  

第 2 表は，編者が位置情報（緯度・経度，標高）に疑問を感じているボーリ

ングのリストです。繰り返しますが，本文による指摘は，編者がデータベース

構築の作業中に偶然発見した結果です。国土地理院のベクトルタイルを利用し

て道路中心線の緯度・経度値を取得し，各孔口の緯度・経度値との距離を自動

的に計算させるような処理（全量検査）は行っていません。従って，データベ

ースを構築する作業時において確認しきれなかったボーリングも相当数存在し

ますので，第 2 表のリストは全体の一部であるとお考えください。  

第 2 表  掘削位置に疑問のあるボーリング (編者調べ ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理の都合上，以下のようにグループ 1 からグループ 4 に区分しました。  

①  グループ 1（測地系の取り違え）：孔口位置が道路あるいは施設などから

南東（北西）方向に約 415m～約 450m ずれている，と想定されるケ

ースです。主な原因として，測地系を取り違えた，と考えています。 
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②  グループ 2（ 2 重登録）：同じ緯度・経度値に複数のボーリングが存在す

るケースです。同じボーリングが二重に登録されているケースと，全

く異なっているボーリングが登録されているケースがあります。主な

原因として，データベース構築時に何らかのミスが発生した，と考え

ています。  

③  グループ 3（位置座標の間違い）：周囲の状況などから緯度・経度値その

ものが間違っている，と想定されるケースです。主な原因として，緯

度・経度値を読み取る時に何らかのミスが発生した，と考えています。 

④  グループ 4（標高の間違い）：標高の値そのものが間違っていると想定さ

れるケース，あるいは孔口の高さを決める基準が電子納品要領と違う

ケースなどがあります。地方公共団体によっては，独自の高さ基準を

設けている場合もあって，一概に間違いであるとは指摘できませんが，

全国を統一視して考える場合には支障となるので，注意が必要です。 

以下，第 2 表中の「本文」項目に記した節番号に従って事例を紹介します。

なお，グループ 2 など紙面の都合上本文で紹介できなかった事例については，

“地質情報ポータルサイト・位置情報に疑問のある「ボーリング柱状図」の事

例 (2020)”をご参照ください。  

 

3-1. 測地系を取り違えたケースその 1（グループ 1）  

（ 1）広島県内の例と推定原因  

第 1 図（A）は，国道バイパスのための調査であるにもかかわらず，道路上

あるいは道路近傍に掘削点を示すマーカーが存在しない，という事例です。  

例えば，ボーリング名 H15-No.1 孔のボーリングデータを確認すると，第 1

図（B）のように，測地系は「 1：新測地系＝世界測地系」となっていました。
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試みに，同孔の緯度・経度値を電子地図上にプロットしてみると，第 1 図（C）

が得られたことから，この位置は第 1 図（A）の H15-No.1 孔と同じ場所であ

ると判断しました。  

 

 

 

 

 

 

 

第 1 図  測地系を取り違えたと想定される広島県内の例  

 

・推定原因：位置座標を旧日本測地系として測量していた，あるいは地図か

ら読み取っていたが，ボーリングデータを作製する段階で，新世界測地系

と誤認してしまった。  

（ 2）標高データを利用した検討  

各ボーリングデータには，孔口の緯度・経度と標高（T.P.）が記載されてい

ます。念のために，その緯度・経度値を国土地理院の標高 API に入力して，標

高値を取得して比較することにしました。比較対象の測地系は，旧日本測地系

と新世界測地系の 2 種類です。結果を第 2 図に示します。図では，ボーリング

データに記載されている標高を実測値と表示してあります。新世界測地系であ

るとして推定した標高値は実測値との乖離が顕著であり，旧日本測地系である

として推定した標高値は実測値との整合性が極めて良いという結果が出ました。 

（ 3）測地系の変換処理  

本事例に示す計 34 本のボーリングデータについて，その測地系を「旧日本

測地系」として，“地質情報ポータルサイト・測地系の変換処理公開サイト (2020)”
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を利用して測地系の変換処理を実施したところ，第 3 図に示すように孔口の位

置が現道上にプロットされました。よって，推測が正しかったと考えています。  

本事例に示すボーリング情報を利用する際は，孔口の緯度・経度値に十分留

意してください。  

 

 

 

 

 

 

 

第 2 図  測地系を変えて緯度・経度値から推定した標高と実際に記載

されていた孔口標高との比較（広島県内の例）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 図  編者による測地系の変換処理結果（広島県内の例）  
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3-2. 測地系を取り違えたケースその 2（グループ 1）  

（ 1）岐阜県内の 2 例と推定原因  

第 4 図は，国道バイパスのための調査であるにもかかわらず，道路から離れ

た場所に孔口がプロットされているという 2 つの事例です。しかも，1 例目（南

側のグループ）は南東方向に約 450m ずれており， 2 例目（北側のグループ）

は正反対の北西方向に約 450m ずれています。 1 例目（南側のグループ）の場

合は，ずれの方向とずれの距離が測地系の変換に伴う平均的な方向と距離にほ

ぼ一致しています。よって，以下のように推定しました。  

・ 1 例目の推定原因：位置座標を旧日本測地系として測量していた，あるい

は地図から読み取っていたが，ボーリングデータを作製する段階で，新世

界測地系であると誤認してしまった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 図  測地系を取り違えたと想定される岐阜県内の 2 例  

 

一方， 2 例目（北側のグループ）は， 1 例目と正反対の現象が発生している

ため，以下のエラーが発生したと推測しました。  
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・ 2 例目の推定原因：元々，新世界測地系として測量した値，あるいは地図

から読み取った値であった緯度・経度値を旧日本測地系と誤認してしまっ

た。更に，理由は不明だが，旧日本測地系⇒新世界測地系の変換を行って

から，ボーリングデータに記載した  

（ 2）測地系の変換処理  

各事例について推定エラーの逆の処理をしてみたところ，第 5 図（A），同

図（B）のように，いずれも現道上にマーカーがプロットされました。従って，

いずれも上記のエラーが発生していたと考えています。編者の想像を超えたエ

ラーが発生していた可能性もありますが，このような変換処理で不都合はなさ

そうです。  

本事例に示す計 73 本のボーリングデータを利用する際は，孔口の緯度・経

度値に十分留意してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 図  編者による測地系の変換処理結果（岐阜県内の 2 例）  
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3-3. 測地系を取り違えたケースその 3（グループ 1）  

（ 1）岡山県内の例と推定原因  

第 6 図は，本来なら 1 種類であるは

ずの国道バイパスの調査ボーリング群

が 2 種類存在する，という事例です。

それぞれを仮に Group-A と Group-B

と呼びますが，説明の都合上 Group-B

から記述します。  

①  Group-B（第 7 図参照）：交換

用ボーリングデータ（以後，ボー

リングデータ）と電子柱状図に記

載されている緯度・経度は同じで

した。また，メタデータに記載さ

れている緯度・経度も小数点第 2

位の 0.01 の差は存在しますが，

同じ値であると考えました（メタ

データを表示する際の丸め誤差

と思われます）。一方，ボーリン

グデータに記載されている測地系は「 1」，すなわち新世界測地系でした。  

②  Group-A（第 8 図参照）：ボーリングデータと電子柱状図に記載されて

いる緯度・経度の値は同じでしたが，メタデータに記載されている緯度・

経度の値は明らかに異なっています。なお，ボーリングデータに記載され

ている測地系は「 0」，すなわち旧日本測地系でした。  

  

第 6 図  測地系を取り違えたと想

定される岡山県内の例  
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第 7 図  岡山県内の例，Group-B を代表するボーリング情報（抜粋）  

 

 

 

 

 

 

 

 

第 8 図  岡山県内の例，Group-A を代表するボーリング情報（抜粋）  

 

（ 2）ボーリング柱状図の検討  

第 9 図に示す Group-A と Group-B の各電子柱状図（いずれも部分）は，内

容的に同じボーリングのものであると考えています。従って，本来ならば同じ

記載になっていなければならなのですが，Group-B の記載内容は Group-A の  

記載内容が省略されているようです。すなわち，Group-B は Group-A の柱状

図を見ながら手入力したコピーであると考えられるのです（柱状図では測地系

は表示されません）。  
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第 9 図  岡山県内例で同じボーリングと想定された 2 種類の

ボーリング柱状図の比較（抜粋）  

 

（ 3）真偽の評価  

以上から，Group-A は正しい情報である一方，Group-B では測地系の誤認

が発生していると考えています。Group-A と Group-B は同じボーリング情報

であるため，Group-B のデータ群そのものを削除すべきでしょう。  

なお，KuniJiban では二重登録を防ぐ仕組みが採用されていない可能性があ

ります。公開管理者におかれましては，公開している非検定（後述）である全

てのボーリング情報を再度確認していただき，必要あれば修正などの処置をお

願いします。  
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3-4.座標値が間違っているケース 1（グループ 3）  

（ 1）神奈川県内の例  

第 10 図（A）は，陸上の道路トンネルのために実施されたボーリングの位置

であって，全 9 孔のうち 2 孔がトンネルから離れた海上に存在しています。  

「KT52397533001 孔（挿入図省略）」の掘削位置はトンネルのほぼ真東の

海上に存在しますが，ボーリング情報には同孔の標高は「 20.5m」と記載され

ていることから，第 10 図（A）における同孔の経度値は確実に誤っていると考

えざるを得ません。一方，「KT52397532007 孔」の掘削位置はトンネルのほ

ぼ真北の海上ですが，同孔の標高は記載されていませんでした。少なくとも，

経度値だけは正しいかもしれません。  

 

 

 

 

 

 

 

第 10 図  緯度・経度値が間違っていると想定される神奈川県内の例  

 

（ 2）掘削位置の修正の可能性  

第 10 図（B）に記入した直線は，第 10 図（A）で指摘した 2 孔の各孔口位

置から延ばした等緯度線と等経度線です。これらの直線上のいずれかで掘削さ

れたのではないかと想像できます。しかし，調査位置図が存在しない限り真の

掘削位置を知ることは不可能です。  
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編者は，本トンネルのボーリング情報を二次利用する際には，これら 2 孔を

除外すべきである，と考えています。  

 

3-5. 座標値が間違っているケース 2（グループ 3）  

（ 1）熊本県内の例  

第 11 図は，KuniJiban の検索画面のスクリーンコピーです。①孔の位置は

②孔および③孔の位置からかなり離れていることがわかります。調査件名が「〇

〇排水樋管外 1 件地質調査業務」とありますので，少なくとも 2 業務の成果を

まとめたものであるようです。従って， 1 業務（ 1 孔あるいは 2 孔）の孔口位

置が離れていることだけで，エラーであると判断することはできません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11 図  緯度・経度値が間違っていると想定される熊本県内の例  

 

第 12 図は掘削位置の拡大図・メタデータです。第 12 図（B）によると，「①

孔」のメタデータに記載されている標高値は， 24.57m となっています。しか

し，地理院地図を確認すると，孔口の近くに 898m の標高点が存在しています。

従って，「①孔」の位置が間違っている可能性が極めて高いと考えられます。  
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第 12 図  熊本県内例の拡大電子地図およびメタデータ  

 

（ 2）ボーリング柱状図の検討と推定原因  

当該業務で得られた 3 本の柱状図を，第 13 図（A）～（C）に示します（い

ずれも部分で加工してあります）。これらの 3 本には，地層構成並びに N 値に  

 

 

 

 

 

 

 

第 13 図熊本県内例の全ボーリング柱状図の比較（抜粋）  
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類似性が認められることから，お互いが近くで実施されているものと推測され

ます。従って，阿蘇市域に位置マーカーが存在する「①孔」の経度値は間違っ

ていると考えています。  

エラーの原因として，地形図から座標値を読み取る際，あるいは計算ミスな

どが考えられますが，いずれにせよ本孔のボーリングデータを利用する際は，

孔口の経度値に十分留意してください。  

 

3-6. 座標値が間違っているケース 3（グループ 3）  

（ 1）長崎県内の例  

第 14 図（A）は，  Geo-Station（長崎県・土木部）からの引用地図に編者が

加筆したものです（ボーリング柱状図は省略）。掘削場所が海に近い上に地層

が沖積層であるため，標高は低いと想定されます。しかし，ボーリングデータ

に記載されている孔口標高は +51.23m でした。別途，同じ緯度・経度の標高を

国土地理院の標高 API を利用して推定すると 3.2m が得られ，緯度・経度の値

が間違っている可能性が高いと考えました。幸い，第 14 図（B）のボーリング

データが公開されているので，その調査位置住所を参照すると「長崎県西彼杵

郡大瀬戸町多比良（現西海市大瀬戸町）」となっており，明らかに第 14 図（A）

の位置は間違っていることが判明しました。  

 

 

 

 

第 14 図  緯度・経度値が間違っていると想定される長崎県内の例  
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（ 2）掘削位置の検討と推定原因  

長崎県内には，長崎市内と西海市内を流れる異なった 2 つの多以良川が存在

します。Geo-Station で公開されている掘削位置マーカーと緯度・経度値は，

長崎市内を流れる多以良川の右岸を指していますが，前述のように孔口標高は

現況と調和していません。  

一方，第 14 図（C）に示すように，西海市内を流れる多以良川には「上多以

良橋」が存在します。国土地理院の標高 API を利用して，右岸の標高を推定す

ると 51.9m が得られ，孔口標高値とは極めて調和的でした。Geo-Station に登

録するために掘削位置を入力する際，河川名を間違えて位置座標を読み取った

可能性がある，と考えています（調査報告書を長崎県提出する段階では，緯度・

経度の値は必要なかったかもしれません）。  

正しい掘削位置は不明であるため，本孔のボーリングデータを利用する際は，

孔口の経度値に十分留意してください。  

 

3-7.標高値が間違っているケース 1（グループ 4）  

（ 1）事象と推定原因  

第 15 図（A）は，名古屋市内で実施されたボーリングデータのメタデータで

す。孔口標高は 14m と記されています。一方，国土地理院の標高 API を利用

して孔口位置の標高を推定すると，第 15 図（B）のように 2.9m が得られまし

た。ボーリングデータに記載されている孔口標高が間違っていると推測されま

すが，KuniJiban には住所が記載されていないため，緯度・経度値の方が間違

っている可能性も否定できません。  
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正しい掘削位置は不明であるため，本孔のボーリングデータを利用する際は，

孔口の緯度・経度値および標高値に十分留意してください。  

 

 

 

 

 

 

 

第 15 図  標高が間違っていると想定される愛知県内の例  
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4.ボーリング情報に関する留意点  

4-1.ボーリング柱状図の測地系非表示について 

ボーリング柱状図は， 2002 年度の測量法の改正以前から利用されてきたの

で，測地系の表示欄は設けられていませんでした。その後，電子納品の普及に

伴ってボーリング情報の主役はボーリングデータ（ XML）に移行し，ボーリン

グ柱状図はボーリングデータの目視用画像としての位置付けとなりました。測

量法の改正に合わせ，ボーリングデータには使用する測地系を表す数字の記入

が義務付けられましたが，ボーリング柱状図では測地系表示欄の新設は見送ら

れました。これにより，掘削した期日が正しく記載されていないボーリング柱

状図では，測地系がどちらであるかがわからなくなったのです。従って，利用

者自身が地図上にプロットして確認するか，登録されている住所を参照するか，

のいずれかの手段を採用する必要が生じました。   

 

 

 

 

第 16 図  ボーリング柱状図では測地系が表示されないために発生

すると想定される掘削位置の間違い  

 

第 16 図（A）は，掘削時期と住所が不明なボーリング柱状図の例です。掘削

した場所を確認するために，新世界測地系と見なして電子地図上にプロットす

ると，同図（B）に示す「×」マークの位置にプロットされました。後日，ボ

ーリングデータの入手に成功し，測地系を確認すると同図（ C）のように旧日
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第 17 図ローカル座標に関するボーリングデータ（A）

とボーリング柱状図（B）の取り扱い方  

本測地系であることが判明しました。電子地図上に再度プロットすると，同図

（B）に示す「●」マークの位置になりました。  

読者諸氏におかれては，掘削時期が不明なボーリング柱状図を二次利用する

際にはそのまま使用するのではなく，一度電子地図上にプロットするなどして，

掘削場所の妥当性を検討してから次の工程に進むように心がけてください。  

 

4-2.ボーリング柱状図のローカル座標非表示について 

第 17 図（A）は，国土交通省の定める地質・土質調査成果電子納品要領・同

解説付属資料（平成 28 年 10 月）に記載されている，ボーリングデータの記載

例（部分）です。第 17 図（B）は，記載例のデータを使用して編者が作成した

ボーリング柱状図（部分）ですが，留意すべき点はボーリング柱状図では「ロ

ーカル座標」は表示されない，ということです。調査実施時の条件などで，平

面直角座標系あるい

は独自の高さ基準を

使用する場合には，

このローカル欄にデ

ータとして入力する

ことになりますが，

ボーリング柱状図で

はこの情報を目視す

ることができないの

です。  

ローカル座標欄に重要な位置情報が記載されている場合があり得ますので，

ボーリング情報を入手される場合には，可能な限りボーリングデータにすべき  
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です。  

 

4-3.ボーリング柱状図の検定結果非表示について 

国土交通省では，平成 30 年度から電子納品の対象とするボーリング情報（ボ

ーリングデータおよび電子柱状図）ならびに土質試験結果情報の検定制度を開

始しました。検定とは，国土交通省の認定を受けた第三者機関（現時点では一

般財団法人国土地盤情報センターのみ）が，発注者への納品する前に以下の内

容の確認を行う制度です。確認内容は，ボーリング情報については数量，担当

者・資格，標題情報，緯度・経度，岩種・土質区分，記事などです。なお，土

質試験結果情報についてもほぼ同様ですが，本文では省略します。検定結果は，

検定機関の発行する検定番号，検定日時および検定機関名がボーリングデータ

の「<フリー情報>タグ」に書き込まれるようになっています。一方，電子柱状

図の仕様が検定制度以前のままになっていることから，現時点で検定結果が表

示されることはありません。  

目視確認用の電子柱状図では，検定結果を確認することはできないので，公

開されている最新のボーリング情報を入手する場合には，可能な限りボーリン

グデータにすべきです。  
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5.おわりに 

編者が調査した限りにおいて，位置座標に疑問のあるボーリングは，全国で

500 本以上存在しています。しかし，この数は編者がボーリングデータを整理

する際に偶然発見したものであって，全てのボーリングを対象とした調査結果

ではないため，相当程度の漏れがあるものと考えています。  

読者諸氏におかれては，一般に公開されている，あるいは有料で販売されて

いるボーリング情報を二次活用される場合には，特に可視化されたボーリング

柱状図を利用する場合には，本文で述べたような疑問や不都合が生じる恐れが

あるので，ご自身で電子地図上にプロットするなどして，位置情報が正しいの

かを確認していただきたい。  

最後にあたり，ボーリング情報の公開者や管理者におかれましては，ご自身

の管理するボーリング情報を再点検し，疑わしい位置情報を持つボーリング情

報は訂正する，削除するあるいは最低でもメタデータに精度の注記をする，な

どの処置をお願いしたい。  
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ス日 2020.7.22 

地質情報ポータルサイト＞測地系の変換処理公開サイト (2020) ：

GeoInformation Portal Hub（GIPH），  

https:/ /www.web-gis.jp/NouhinCheck/index.html，最終アクセス日

2020.7.22 

地質情報ポータルサイト  ＞  ボ ー リ ン グ 情 報 の 公 開 サ イ ト ( 2 0 2 0 )  ：

G e o I n f o r m a t i o n  P o r t a l  H u b （ G I P H） ，  

h t t p s : / / w w w . w e b - g i s . j p / g e o s u r f / b o r i n g l i n k . h t m l， 最 終 ア ク セ ス

日 2 0 2 0 . 7 . 2 2  

http://www.kunijiban.pwri.go.jp/jp/
https://maps.gsi.go.jp/development/elevation_s.html
https://ngic.or.jp/
https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/agreement.html
https://www.web-gis.jp/Notes_on_BoringPosition/index.html
https://www.web-gis.jp/NouhinCheck/index.html
https://www.web-gis.jp/geosurf/boringlink.html

	名称未設定

